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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、理工系向けのライティング/プレゼンテーションスキル向上を目指すオン
ライン学習システムを開発することである。具体的には、５つのアメリカの大学のライティングセンター及びプレゼン
テーションコースを訪問・調査し、講義目標、講義概要、講義計画、講義方法、成績評価法、シラバスなどの情報収集
を行なった。カリキュラムは、講義の英文スクリプト、練習問題、静止画、パワーポイント、動画、音声によって構成
され、アメリカの大学の施設を借りて１２の講座をビデオ収録した。システムの特徴は学習管理が容易にできるMoodle
を用い、LincEnglish(アメリカのIT関連教材会社）との共同研究で行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop an online learning system which aims to 
improve academic writing and presentation skills for science and engineering students. Specific 
preparations for developing the course work have included visits to American universities to observe and 
collect information about lecture goals,lecture plans, presentation methods, performance evaluation 
methods and a review of course syllabuses. The planned online curriculum has twelve modules and each will 
include English scripts, practice and quiz exercises, still images, PowerPoint slides,videos and audio 
recordings. The lecture videos have been recorded using the facilities of American Universities. The 
online learning system for course work will be setup using Moodle, a well know, easy to manage Learning 
Management System. The development and setup of the of the course work will be carried out in 
collaboration with LincEnglish, an IT-related educational materials company in the United States.
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1． 研究開始当初の背景 
（１）ESP 教育では、理工系の学習者が専門
分野の文献に大量に使用されている専門語
彙に対処できるよう準備すること、論文を英
語で執筆すること、学会などで論文を英語で
プレゼンテーションすること、などがとりわ
け重要であると考えられる。そのため英文学
術専門誌に掲載された論文をもとに、コーパ
スデータを作成した専門語彙の作成研究は
すでに存在する。しかしながら、作成された
語彙表を今後どうようにESP教育にいかして
いくか、またライティング、プレゼンテーシ
ョンスキルをどうように指導・学習していく
のか、については課題も多い。 
 
（２）「専門語彙」を学ぶことはその専門分
野の内容を学ぶことと密接に結びついてお
り、「専門語彙」を使ったライティングを英
語教員が直接指導することには限界がある。
上記のような指導を効果的にESP教育に取り
入れていくためには、専門分野教員と英語教
員との連携、専門語彙やその基になっている
学術コーパスを使ったアカデミック・ライテ
ィング/プレゼンテーションスキルの向上を
目指すオンライン自主学習システムの開発
などが必要となる。 
 
2．研究の目的 
本研究の目的は、理工系の専門英語教育に
おいて(ESP:English for Specific Purposes)
アカデミック・ライティング/プレゼンテー
ションスキルの向上を目指すオンライン学
習システムを開発することである。システム
の特徴は 1）LMS（学習管理システム）にオー
プンソースの Moodle を用いる、2）この LMS
により学習・成績管理が容易にできる、3）
アカデミック・ライティングの評価項目デー
ターベースを作成する、4) アカデミック・
ライティングとプレゼンテーションスキル
を並行的に発育させるための総合的な教材
を作成する、5）学術論文主要語彙知リスト
を作成する、6)論文表現データーベースを構
築する、7)アメリカの大学のプレゼンテーシ
ョンコースを参考にしたオリジナル講座の
ビデオ制作をする、などで教材開発にあたっ
てはアメリカの IT 関連教材会社 Linc 
Educational Resource, Inc.との共同研究の
もとで行った。 
 
3． 研究方法 
本研究では、データーベースの構築からコ
ンテンツ開発に展開するために、以下の項目
で進めた。 
（1）アカデミック・ライティングの評価項
目データーベースを作成する。アカデミッ
ク・ライティング能力を測定する上で有効な

評価項目や発達使用を目的とし、理工系学生
の論述文を学習者コーパスとして収集し、こ
れらの英文を英語母語話者が評価し、その評
点の高い相関からみられる評価項目や発達
指標を特定することを試みた。 
 
（２） 学術論文狩猟語彙リストを作成する。 
専門家の推薦による理工系の学術誌・学術文
献リストの収集と学術文献データーベース
の作成を試みた。この学術文献データーベー
スを用いて、理工系学術目的の英語論文コー
パスを作成した。この論文コーパスに基づい
て学術語彙データーベースを開発し、語彙リ
ストを作成した。 
 
（３） 論文表現データーベースを構築した。 
上記の語彙リスト及び論文コーパスを活用
して、学術論文のサブジャンルごとに特徴的
な英語表現の選出・分析をした。さらに各論
文のジャンル分析を実施し、論文タイトル、
序論、結論分析を通じて、その論文の特徴に
ついて検討することで、特徴的な論文表現デ
ーターベースを構築することができた。 
 
（４）アメリカの大学のライティングコース
の情報収集、調査研究をした。アメリカの大
学の３つの大学のライティングセンターを
訪問・調査し、情報収集を行った。そこでは
施設を見学するとともに、各センターの教育
効果、コース概要、指導内容、教授法、シラ
バス、などについて、センターの教職員及び
学生チューターらに対してインタビューし
て資料収集を行った。 
 
（５） アメリカの大学のプレゼンテーシ 
ンコースについて情報収集、調査研究をした。
本大学の協定大学を含め、アメリカの 5大学
のプレゼンテーションコースを訪問・調査し、
情報収集を行った。また授業も聴講して講義
題目・目標、講義概要、講義計画、講義方法、
成績評価法、教材、授業方法について担当教
官、学生たちに対してインタビューして資料
収集を行った。 
 
（６） 日米のカリキュラム開発コンテンツ 
チームとの協力でライティング/プレゼンテ
ーションに関する講義のカリキュラムを開
発し、それをビデオに収録した。日米の大学
を通じてカリキュラム開発コンテンツチー
ムを作った。具体的にはモンタナ大学、ワシ
ントン大学、オレゴン大学、レッドランド大
学の言語学、英語教育学の大学院生および TA,
講師らを中とし、英語教授法に精通した日米
のジョイントプロジェクトメンバーを組織
してカリキュラム開発を行った。具体的な協
力者であるが、日英の3人のチームで行った。



研究者代表は彼らとの協力により、12 講座の 
カリキュラムアウトラインを構成し、講義目
標、講義概要、講義計画、講義方法、成績評
価方法、シラバス及び講義の英文スクリプト、
演習問題を作成した。講義は文字、静止画、
パワーポイント、動画、音声によって構成さ
れ、カリキュラムに即した 12 講座の講義を
ビデオ収録した。講師は英語母語者が行い、
ビデオ収録はアメリカの大学の施設を借り
て行った。ライティング・チュータは、論理
的で、わかりやすい学術的文章の書き方、文
献等の引用の仕方などのルールやコツを教
えることができ、アカデミック・ライティン
グスキルのためのさまざまなアドバイスが
できる協力者を講師として選んだ。 
 
（７） アメリカの IT 教材会社 LincEnglish 
テックチームとの連携により、上記の（1）
から（6）までのコンテンツを Web 上に構築
した。その際オープンソースの Moodle を利
用した。LincEnglish テックチームの Web エ
ディター、プログラマーはプログラミング、
テクノロジー、ネットワークに精通したプロ
フェッショナルに協力してもらった。彼らに
アカデミック・ライティングの評価項目デー
ターベース、学術論文主要語彙リスト、論文
表現データーベース及びプレゼンテーショ
ンスキル講座、ライティング・チュータの「ク
ラス・フォーラム」の LMS を LincEnglish 上
に構築してもらった。LincEnglish はオープ
ンソースの Moodle 上に構築した、音声を通
じてリスニング、速読、読解力をつけながら、
文法・語彙力をつけていくドリルスタディ形
式のオンライン学習支援システムである。本
学の全学英語教育でも導入しているが、毎年
2000 名以上の学生が利用している。本研究で
開発したコンテンツをLincEnglishに搭載す
ることで、リスニング、速読力を高めるだけ
ではなく、理工系用のアカデミック・ライテ
ィングやプレゼンテーションスキルも向上
させることができるオンライン学習教材も
コースとして加わった。 
 
4． 研究成果 
（１）理工系の学部、大学院における研究
に必要とされるアカデミック・ライティング
/プレゼンテーションスキルの習得を支援す
るオンライン学習システムを開発した。この
システムを活用することで学術的な論文を
書く際には不可欠である論文表現、語彙を
Web から容易に学習することができる。具体
的には、Moodle 上にビデオ収録したライティ
ング/プレゼンテーションに関する講義を 12
講座構築し、そのユニットを通じて論文の構
成方法や英語表現及びプレゼンテーション
のノウハウなどについて順を追って学ぶこ
とができるようなモジュールを作成した。 

（２）講義の視聴、英文課題作成の指導や提
出は、すべて Web 上の「クラス・フォーラム」
と通じて行い、大学内外の Windaus/Mac/iPad
などのあらゆる PC からアクセスできるオン
ライン自主学習支援システムの開発に至っ
た。 
 
（３）アカデミック・ライティングは日本の
研究大学においても近年特に重要視されて
きている。本校の工学部・工学研究科、工学
教育院において、上記に記したアカデミッ
ク・ライティング/プレゼンテーションスキ
ルを支援するためのオンライン教材を東北
大学用に構築し、導入している。学生は指示
されたモデルの論文を参考にしながら、論文
の構造、例えば Introduction, Methods, 
Results, Discussion, Conclusion や執筆の
際の観点、プレゼンテーションの特徴などに
ついて時間と場所を問わず学べ、レポート、
事例研究やプロジェクトの報告書、専門研究
のレビュー、学術誌への投稿論文、学位論文
など様々なタイプの執筆に役立たせること
が可能にとなる。また本研究により大学英語
教育のアカデミック・ライティングの目的と
目標が設定でき、高年次用の英語カリキュラ
ム、指導内容、教授法及び評価等もより具体
的に検討できるようになるため、本学の英語
教育における独自性も発揮できることが期
待できる。 
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